
令和５年度 文京区立本郷小学校 授業改善推進プラン（算数科） 
 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

・ 
 
 

２ 
 

年 

○数についての感覚を豊

かにする。 

○数の意味や表し方につ

いて、理解できるように

する。 

○量の大きさについての

感覚を豊かにする。 

○図形についての感覚を

豊かにする。 

○数量やその関係を言葉、

数、式、図などに表し、

読み取ることができる

ようにする。 

○加法及び減法の意味に

ついて理解し、それらの

計算の仕方を考え、用い

ることができるように

する。 

○乗法が用いられる実際

の場面を通して、乗法の

意味について理解し、生

活や学習に活用できる

ようにする。 

○時計の時刻の読み、○○

時間前、○○時間後の時

刻が理解できるように

する。 

 

３ 
 

年 

○乗法についての理解を深め、適切に

用いることができるようにする。 

○除法の意味について理解し、その計

算の仕方を考え、用いることができ

るようにする。 

○小数及び分数の意味や表し方につ

いて、理解できるようにする。 

○長さ・重さ及び時間の単位と測定に

ついて、理解できるようにする。 

○図形を構成する要素に着目して、二

等辺三角形や正三角形、円、球など

の図形について、理解できるように

する。 

○数量やその関係を言葉・数・式・図・

表・グラフなどに表したり、読み取

ったりすることができるようにす

る。 

○数量や図形についての感覚を豊

かにする。 

○身の回りの事象をデータの特徴

に着目して捉え、簡潔に表現した

り適切に判断したりする力を養

う。 

５ 
 

年 

○整数の性質についての理解を深め

る。 

○小数の乗法及び除法や分数の加法

及び減法の意味についての理解を

深め、それらの計算の仕方を考え、

用いることができるようにする。 

○三角形や平行四辺形などの面積及

び直方体などの体積を、求めること

ができるようにする。また、図形を

正確に描けるようにする。 

○測定値の平均及び異種の二つの量

の割合について、理解できるように

する。 

○平面図形についての理解を深める

とともに、角柱などの立体図形につ

いて、理解できるようにする。 

○数量の関係を考察するとともに、百

分率や円グラフなどを用いて、資料

の特徴を調べることができるよう

にする。 

４ 
 

年 

○除法についての理解を深め、適切に

用いることができるようにする。 

○小数及び分数の加法及び減法の意

味を理解し、計算の仕方を考え、用

いることができるようにする。 

○概数について理解し、目的に応じて

用いることができるようにする。 

○面積の単位と測定について理解し、

図形の面積を求めることができる

ようにする。 

○角の大きさの単位と測定方法につ

いて、理解できるようにする。 

○図形を、構成要素及びそれらの位置

関係に着目して考察し、平行四辺形

やひし形などの平面図形及び直方

体などの立体図形について、理解で

きるようにする。 

○数量やその関係を言葉・数・式・図・

表・グラフなどに表したり、調べた

りすることができるようにする。 

６ 
 

年 

○分数の乗法及び除法の意味につい

ての理解を深め、それらの計算の仕

方を考え、正しく用いることができ

るようにする。 

○円の面積及び角柱などの体積を求

めることができるようにする。 

○縮図や拡大図、対称な図形について

理解し、図形についての理解を深め

る。 

○比や比例について理解し、数量の関

係の考察に対して、関数の考えを用

いることができるようにする。 

○文字を用いて式に表すことができ

るようにする。 

○資料の散らばりを調べ、統計的に考

察することができるようにする。 



 

児
童
の
実
態 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○１から１０の数字の読み書き

は概ねできる。 

○「いくつといくつ」（数の構成

の理解）やたし算、ひき算の

定着にはまだ個人差があり、

計算の際にブロックなどの具

体物が必要な児童もいる。 

○操作では計算ができても、式

を作ることができなかった

り、言葉での説明が十分にで

きなかったりする児童がい

る。 

○文章題の内容を掴めず、問題

場面を式に表すことができな

い児童がいる。 

○計算を行うとき、指を使いな

がら行う児童がいる。 

○計算はできるが、数の構成や

計算の仕方の理解が十分でな

い児童がいる。 

３ 
 

年 

○ほとんどの児童は基本的な計

算技能が身に付いている。 

○問題が解けていても、自分の

考えを説明することに対して

消極的な児童と積極的な児童

と二極化している。 

○学習内容を理解していても、

それを活用する力が弱い児童

と強い児童と二極化してい

る。 

○学習した内容を用いてノート

に自分の考えを記述すること

はできるが、それを相手に分

かりやすく説明することにつ

いて、児童間の差が大きい。 

○問題を考える際に、解き方を

技能として身に付けることは

できているが、演算決定の根

拠や説明が苦手な児童が多

い。 

○時刻と時間についての知識の

定着が不十分な児童が見られ

る。 

５ 
 

年 

○課題に対して、既習事項を用

いて答えを出すことに意欲的

な児童が多い。公式や解き方

を理解しているが、なぜその

解き方になるのか説明できる

児童は少ない。公式につなが

る解法や単位の意味に結びつ

けていく。 

〇課題に対し、自力解決できる

児童が多いが、複数の考え方

を出すことができる児童が

少ない。 

○既習事項の定着の差が大き

い。四則演算での計算ミスや、

計算に時間がかかるため、課

題に最後まで辿り着きづらい

児童がいる。 

〇自力解決の場面で、図や表を

用いて、分かりやすく自分の

考えを表現できる児童が増え

てきている。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

年 

○繰り上がりのあるたし算、繰

り下がりのあるひき算の仕方

について、計算に時間がかか

る児童も見られる。 

○問題を考える際に、解き方を

技能として身に付けることは

できているが、既習を生かし

たり論理的な説明をしたりす

る力には個人差が見られる。 

〇自分の考え方を説明するとき

に、絵や図を使って説明しよ

うとする児童が増えてきた。

まだ、分かりやすく説明する

には難しさも見られる。 

○数の感覚や計算にかかる時間

の個人差が大きい。 

○長さや水のかさの単位変換が

苦手な児童が見られる。 

○時刻と時間については、時刻

の読みと○○時間前、○○時

間後の理解ができていない児

童が増えてきた。 

４ 
 

年 

○計算問題など意欲的に取り組

むことができる。 

○問題に対し、図を手掛かりに

解こうとする児童が多い。 

○一つの問題から複数の考え方

を出すことのできる児童が増

えてきた。 

○自分や友達の考え方を図表を

使って分かりやすく説明でき

る児童が増えてきた。 

○考えの交流や振り返りでは、

ムーブノートを使って表現す

ることができるようになって

きた。 

○学習内容の定着において、個

人差が大きく、繰り返し反復

練習する時間を確保する必要

がある。 

○作図では、分度器の測り方で

角度や直線に揃えるときに、

ずれて測る児童が多い。 

○そろばんの学習では、得意不

得意の差が激しく、割り当て

時間では、そろばんの意義を

教えきれない。 

６ 
 

年 

○自力解決の場面において、公

式や解き方は知っているが、

どうしてその公式が使えるの

かを説明することができる児

童が少ない。個人差が大きく

自力解決が苦手な児童が見ら

れる。 

○既習事項の定着の差が大き

い。四則演算での計算ミスや、

計算に時間がかかるため、課

題に最後まで辿り着きづらい

児童がいる。 

○分数の文章題に苦手意識をも

つ児童が多く、除法と乗法を

逆に立式してしまうことが多

く見受けられた。計算はでき

るが、立式や約分することに

ついての理解が深まっていな

い児童がいる。 

〇答えることの自信がなかった

り、すぐに周囲に答えを聞い

てしまったりする児童がい

る。また、全体の前で説明す

るなどへの抵抗感が全体的に

強い。 



 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①整理して表す 

②言葉・図・式を用いて表   

す 

③比べる活動をする 

④見付ける 

⑤作る・分解する 

⑥式に表す 

⑦式に場面を結び付ける 

○興味をもって取り組めるよ

うに、身の回りのものや具体

物を用いた活動を積極的に

取り入れる。 

○分かりやすいノート作りを意

識させる。 

○学習の振り返りをすること

で、個々の学習意欲や内容理

解の様子をより詳しく掴める

ようにする。 

○ブロックなどの具体物の使用

や、プリントによる計算練習

をくり返し行い、計算を念頭

操作で行えるようにしてい

く。 

○全体で発表する前に、隣同士

などのペアや、少人数グルー

プで全員が発表する機会を設

け、学び合う楽しさや安心感

をもたせ、多様な見方ができ

るようにする。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を効果

的に活用し、視覚的に理解し

やすいようにする。 

○加法や減法の問題作成をする

学習を取り入れ、学習の定着

を図る。 

○計算問題を解くだけでなく、

計算の仕方を説明できるよう

にする。 

３ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①問題意識をもつ 

②自分の考えをもつ 

③考えを相手に分かりやすく伝

わるように表現する 

④具体物・図・数直線で表す 

⑤比べる   

⑥調べる  

⑦作図する  

⑧分類整理する 

⑨式に表す  

○目的意識をもたせるために、

単元の導入を工夫する。 

○何を学ぶのか明確なめあてを

立てる。 

○既習の学習事項を使って、自

分の考えの根拠や問題解決の

過程をノートに書く活動を多

く取り入れる。また、それを

発表する時間を設ける。 

○友達の考えた式や図を読む活

動を意図的に取り入れる。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を効果

的に活用し、視覚的に理解し

やすいようにする。 

○ペアや少人数での話し合いな

どの交流の場面を増やし、自

分の考えを言葉にしたり、友

達の考えの分かりやすい説明

の仕方を紹介したりする経験

をすることで表現力を高めて

いく。 

○数学的活動や身の回りのも

の、既習事項を活用して問題

を解く学習を取り入れ、児童

の興味・関心を高めていく。 

５ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②見通しをもつ   

③仕方を考える ④解決する 

⑤関係を調べる ⑥説明する 

⑦考えを深める   

○ノート指導を通して、既習事

項を活用し、数学的な考え方

を基に自力解決できるよう

にする。 

〇公式や解き方を理解している

が、説明できる児童は少ない

ので、公式につながる解法や

単位の意味に結びつけてい

く。 

○少人数での話し合い・集団で

の考え方の練り上げが充実

するよう、話し合い活動に重

点を置いて指導する。互いの

考えを比較・検討し、振り返

って考える時間を確保する。 

○図や数直線、数の置き換え等

を活用し、立式する力を育成

する。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○作図問題の反復や、ペアでの

確認作業を行うことで、作図

の技能を高めていく。分度

器、コンパス、三角定規を用

いる作図が苦手な児童が多

いので、単元以外でも時折、

作業を取り入れながら、定着

できるようにする。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 



 

 

 

 

 

２ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②構成する 

③観察する ④見当を付ける 

⑤測定する ⑥書く ⑦作る 

⑧敷き詰める ⑨図や式に表す 

⑩説明する 

○ノートは見開きで使用し、友

達が見ても分かりやすいノー

ト作りを指導していく。 

○思考・表現力を伸ばしていく

ため、１時間の中で思考する

場面を意図的に設定してい

く。 

○教師が説明の仕方を示した

り、友達の分かりやすい説明

を紹介したりすることで、表

現力を高めていく。 

〇自分の考えを友達同士で紹介

し合う場面を設け、考え方を

説明する経験を積ませる。 

〇互いに説明し合う中で、友達

の分かりやすい表現の仕方を

学んだり、紹介し合ったりす

る。 

○単元後も学習した内容の問題

を継続的に解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○ペアや全体での学び合いを通

して、「今まで気付かなかった

ことが気付けた。」と児童が実

感できる授業を行っていく。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 

○レディネステストを活用し、

習熟度別にクラスを編成し、

児童に合った学習を展開して

いく。  

４ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見積もりをする 

②説明する 

③敷き詰める 

④性質を調べる 

⑤共通点や関係を見付ける 

⑥表やグラフを用いて表す 

⑦調べる 

○ノート指導を通じて「数直線」

「言葉の式」「関係を表す図」

等にかき表せるようにし、複

数の考えをもてるようにす

る。それを手掛かりとして解

き方や考え方が広がるように

する。 

○既習の学習事項を使って、自

分の考えの根拠や問題解決の

過程をノートに書く活動を多

く取り入れる。 

○ペアやグループでの話し合い

の活動を取り入れる。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○作図問題の反復やペアでの

確認作業を行うことで作図

の技能を高めていく。 

分度器、コンパス、三角定規

を用いる作図が苦手な児童

が多いので、単元以外でも時

折、作業を取り入れながら、

定着できるようにする。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 

 

６ 
 

年 

○下記の項目をキーワードと

して学習活動を進める。 

①見付ける ②見通しをもつ   

③仕方を考える ④解決する 

⑤関係を調べる ⑥説明する 

⑦考えを深める    

○ノート指導を通して、既習事

項を活用し、算数的な考え方

を基に自力解決できるよう

にする。 

〇公式や解き方を理解している

が、説明できる児童は少ない

ので、公式につながる解法や

単位の意味に結びつけてい

く。 

○少人数での話し合い・集団で

の練り上げが、より合理的な

表現や考え方に高まるよう、

話し合い活動に重点を置い

た指導を行う。 

○図や数直線、数の置き換え等

を活用し、正確に立式する力

を育成するために、文章問題

を意図的に学習に取り入れ

る。 

○数学的活動や既習事項を活用

して問題を解く学習を取り入

れ、児童の興味・関心を高め

ていく。 

○単元後も学習した内容の問題

を繰り返し解くことで、知識

の定着、計算・技能の正確性

を高めていく。 

○作図や面積、体積の学習では、

ＩＣＴ機器や電子黒板を活用

し、視覚的に理解しやすいよ

うにする。 

〇説明する場面を設定し、児童

が説明する場面を多く作る。 



 

 

 

成
果
（
○
）
と
課
題
（
●
） 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○ブロックを用いることで、興
味をもって取り組む児童が増
えた。 

○拡大投影機を使ってノート指
導を行ったことで、書くこと
が苦手な児童もスムーズにノ
ートを書けるようになってき
た。 

○自分の考えを説明する際、そ
の根拠を半具体物の操作や図
を用いて説明することができ
るようになってきた。 

○拡大投影機やマス黒板を活用
しながらノート指導を行い、
式や答えだけでなく、図や言
葉を用いて考えることができ
るようになってきている。 

〇学習の振り返りを行い、自分
の考えをまとめたり、発表し
たりすることで、学習意欲を
高めたり、友達と自分の考え
を比べたりすることができる
ようになってきている。 

○計算カードを使用すること
で、ゲーム感覚で学習に取り
組むことができた。 

○タブレットを使用することで
友達の問題を解くなど、交流
が活発になった。 

●発表する前に、ペアやグルー
プで発表の練習をしたり、意
見を交換したりしたが、考え
をすすんで発表できる児童は
偏っているので、場を設ける
工夫をしていく。 

●活動をする際に何が必要かを
示し、机上を整理整頓させて
活動に集中させる。 

 

３ 
 

年 

○文章問題を捉えるときに、必
要な情報と聞かれていること
を確認するときにアンダーラ
インを引いて正しく文章問題
を捉えられるようになった。 

○既習事項を確認させること
で、問題解決に向けた根拠と
して活用することができるよ
うになった。 

○隣の人やグループの中で確認
したり、話し合ったりする活
動を取り入れることで、表現
したり受容したり考えを高め
合ったりする機会を設けるこ
とができた。 

○デジタル教科書の活用によ
り、児童に視覚的に理解を促
し、深めることができた。 

●技能や知識・理解の差が大き
くなってきている。一人一人
の状況を見取り、個に応じた
指導を工夫していく必要があ
る。 

●ペアや少人数での話し合いな
どの交流の場面を増やし、自
分の考えを言葉にしたり、友
達の考えの分かりやすい説明
の仕方を紹介したりする経験
をすることで表現力を高めて
いく必要がある。 

５ 
 

年 

○ノート指導を通して、既習事
項を活用し、自力解決した
り、複数の考え方で求めよう
としたりする児童が増えて
きた。 

○ペアやグループなどを積極
的に取り入れ、活動形態を工
夫したことで、互いの考えを
比較・検討することができ、
学習を深めることができた。 

○説明の際、話型を用意したり、
同じやり方でも、自分の言葉
で順序立てて説明する機会を
多く設けたりしたことで、説
明の仕方を身に付けたり、自
信をもって発表をする児童が
増えてきた。 

○ＩＣＴ機器や電子黒板を活用
することによって、視覚的に
分かりやすく、理解しやすく
なった。 

○タブレットを使用し、ムーブ
ノートで学習の振り返りをす
ることで、電子黒板で、お互
いの考えを共有することがで
きた。発言が苦手な児童にと
っては、有効な手段である。 

 
●単位量あたりの大きさの単元
を苦手とする児童が多かっ
た。ドリルパークや習熟プリ
ントを使い、反復練習するこ
とで理解を深め、定着を図る。 

●知識・理解の定着度が低い児
童は意欲も低い傾向がある。
具体物の操作や具体的な問題
を提示して、計画的に学習し
ていく。 

●児童が単元目標、計画を立て
行う流れで行い、意欲的に取
り組む児童が多かった半面、
知識の定着が伴わない児童が
多かった。継続的に行ってい
く必要を感じた。 



 

 

２ 
 

年 

○ノートの使い方、取り方を継
続的に指導したことで、ただ
黒板に書いてあるのを写すだ
けでなく、調べたことや考え
たことを積極的に書くように
なってきている。 

○説明や表現の仕方の例示を継
続的に行ったことで、順序立
てたり、分かりやすさを意識
したりして説明することがで
きるようになってきている。 

○学習した内容の問題を繰り返
し解くことで、知識の定着、
正確性を高めることができ
た。 

○デジタル教科書を活用するこ
とで繰り上がりや繰り下がり
の筆算の仕組みを、児童が視
覚的に理解をするのに効果的
であった。 

〇ペア学習や席を立って友達同
士で考えを伝える場面を設定
することで、自分の考えを話
したり説明したりする機会が
増え、考えの伝え方に触れる
機会が増えた。 

●学習したことを活用して解く
問題や、記述説明を要する問
題を苦手とする児童が多くい
る。様々な問題に触れる機会
を増やしたり、解答を全体で
確認した後、再度類題を解く
機会を設定したりすること
で、習熟を図っていく。 

●習熟状況によっては、タブレ
ットを積極的に活用して、個
別の学びを充実させる。 

４ 
 

年 

○自力解決のとき、既習事項を
使って説明する力が身に付い
てきている。 

〇諦めずに時間をかけて問題に
取り組む姿勢が見られるよう
になった。 

○問題を考える時、図を使って
立式し、言葉で説明できる児
童が増えた。 

○友達の式や意見から、自分の
考えを広げたり、深めたり、
また新たに作り直したりする
児童が見られるようになって
きた。 

○電子黒板、タブレットの活用
により、児童に視覚的に理解
を促し、深めることができた。 

○児童同士で自分の考えを説明
したり、教え合ったりする場
面が見られた。 

●垂直や平行、四角形の作図が
正確にできない児童がいるた
め、作業をする時間を確保し、
技能の習熟へつなげていく。 

●面積の求め方は理解できてい
ても、㎡を㎠に変換したり、
a・ha への理解があいまいだ
ったりなど、単位のつまずき
が見られた。ＩＣＴを活用し、
実感の伴った理解となるよう
改善していく必要がある。 

●計算や問題の読み間違い等の
ミスが多い。見直しをする習
慣をつけさせて、ケアレスミ
スをなくしていく。 

 

６ 
 

年 

○自力解決のとき、既習事項を
使って説明する力が身に付い
てきている。また、複数の方
法で解答を導き出すことがで
きるようになった。しかし、
知識を生かして自分の言葉で
説明できる児童は、個人差が
ある。 

○立式の際、図や数直線を用い
て説明をする活動を設定した
ことで、自力で立式できる児
童が増えた。 

○算数的活動や既習事項を活用
して問題を解く学習を取り入
れるなど、課題を工夫するこ
とで児童の主体的な学習に向
かう態度を高めることができ
た。 

○デジタル教科書の活用によ
り、児童に視覚的に理解を促
し、深めることができた。 

○タブレットを使用し、ムーブ
ノートで学習の振り返りをす
ることで、電子黒板で、お互
いの考えを共有することがで
きた。発言が苦手な児童にと
っては、有効な手段である。 

 
●発言する児童が固定化してし
まうことがあった。普段の授
業からの動機付けや、確認問
題などを意図的に取り入れて
いくことで、発言に対しての
抵抗感を下げていく指導が必
要。 

●すぐに答えを聞いてしまう児
童や考えることができない児
童がいるので、粘り強く取り
組む姿勢を身に付けさせる必
要がある。 

 


